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充実した夏休みを！  

 

 ７月中旬から新型コロナウイルス感染症の感染者数が増え、第 7 波到来

かと心配されています。本校ではその傾向を重視し、1 学期末の懇談会を

急遽、中止することといたしました。学校で顔を合わせて話ができる貴重

な時間であっただけに残念に思うとともに、予定をしてくださっていた保

護者の皆様には大変申し訳なく思っております。 

 

さて、現時点ではコロナに関して厳しい状況になっていますが、今年度の 1 学期は感染症対策に気を

配りながらも、昨年度に比べると、少し教育活動の幅は広がってきたと感じていました。そして子どもた

ちはいろいろな学習や行事に一生懸命取り組んでいました。自分の取り組んでいることが上手くいった

り、手ごたえがあったりすると、うれしそうな顔する子どもたちを見ていると、こちらも心が晴れやかに

なりました。感染症の心配、熱中症の心配、そのほかにも心配事の多い昨今ですが、大きな事故もなく子

どもたちが元気で無事に夏休みを迎えることができたのは、保護者の皆様のご理解、ご支援、そして地域

の方々のご協力があってこそと思い、感謝しております。 

 

いよいよ子どもたちが楽しみにしている夏休みです。毎年、夏休みの前と後では、子どもたちの顔つき

や体つきが違っていると感じます。夏に植物がぐんと育つように、夏休みに子どもたちの心と体もめざ

ましく成長しているのでしょう。今年の夏休みは４２日間、子どもたちにとって自由な時間がたっぷり

ある期間です。お子さんが安全で有意義な夏休みを過ごせるようご指導よろしくお願いします。そして 9

月に元気に登校し、「こんなことがんばったよ。」と話をしてくれることを楽しみにしています。 

 

健康で安全な夏休みを！ 

 『私たちの夏休み』を使って、子どもたちに下記のことを指導しました。また、

保護者の皆様向けには、『夏休みを元気で安全に』を配布しています。親子で読

んでいただき、健康で安全な夏休みがすごせるよう、すごし方をお子さんと一緒

に話し合ってみてください。 

 

 

 

 

 

 

 

夏休みに学校から電話連絡をさせていただきます！ 

 長い夏休み子どもたちが健康で安全に過ごせるように、また安心して二学期をむかえられるように、

ご家庭と連携を取らせていただきたいと思います。夏休み中に 2 回（前半と後半）、電話連絡等をさせて

いただきます。ご理解、ご協力のほどよろしくお願いします。詳しくは別紙（お願い）をご覧ください。 

〇新しい生活様式ですごしましょう。（感染症対策） 〇交通事故に気をつけましょう。 

〇健康な体をつくりましょう。           〇安全に気をつけましょう。 

〇規則正しい生活をしましょう。              〇外出の時の約束を守りましょう 

〇お金や持ち物は大切にしましょう。        〇家族や地域の一員として生活しましょう。 

 



７月  ２１日（木）２２日（金） 寺子屋事業９：００～１０：３０ 

８月  ５日（金） 大津っ子未来会議（９：３０～１１：３０オンライン） 

   １１日（木）～１６日（火） 学校閉校日 

９月  １日（木） 始業式 ３時間授業 

２日（金） ３時間授業  

５日（月） 給食開始 ５．６年委員会活動 

８日（木） 学校選択制に伴う学校公開日 

９日（金） ６年移動教室 

１２日（月） ４年生以上６校時 

１６日（金） 食育の日 

１９日（月） 敬老の日 

２２日（木） ４年ふるさと体験学習 

２３日（金） 秋分の日 

２６日（月） クラブ活動 

２７日（火） ３年校外学習 

 

夏休み、４２日間の継続は力なり 

 江戸時代（約３００年前）、将軍につかえていた政治家『新井白石』の話です。 

 

新井白石は、子供の頃は、朝から晩まで遊んでばかりで、全然勉強をしませんでした。 

 

ある日のこと、お父さんが白石を呼んで一粒の米を見せ、「この一粒の米を、大きな米びつ

（米を入れておく入れ物）の中から取っても、取ったかどうかはわからない。けれども、1 年

間、毎日、一粒ずつ取ったらどうなる？きっと、少なくなったことがわかってしまう。同じよ

うに、一粒入れても増えたかどうかわからないが、1 年間、毎日一粒ずつ加えていくと、増えたことがは

っきりわかるようになる。これと同じことがおまえの勉強や習い事にもいえるのだ。1 日だけ勉強したり

習い事をしたりしても、すぐに利口になったり上手になったりするものではない。逆に、1 日怠けたから

といって、翌日、すぐに馬鹿になったり下手になったりするわけでもない。けれども、毎日、毎日、ほん

の少しずつでも努力を続けると、1 年後には、利口になったり上手になったりしたことがよく分かる。逆

に、毎日、勉強しなかったり習い事をしなかったら、気がつくと、いつの間にかわからなくなったり、下

手になったりしてしまう毎日勉強や習い事をしていた人と、大きな差がついてしまう

のだ。」 と教えました。 

 

父親の話を聞いて以後、白石は一粒の米粒を机の上にお守りとしていつも置き、怠

けようという心が起きたとき、その米粒を見て自分を励ましたそうです。 

 

日々の積み重ねの大切さがうかがえる話です。子どもたちは１学期間、日々、学びを積み重ね、７０粒

ほどのお米を蓄えました。まだわずかに見えるかもしれません。しかし、どの子も確実に成長が見られま

す。４２日間の夏休み、４２粒のお米が蓄えられるかどうかは過ごし方で変わってくるでしょう。有意義

な夏休みがすごせるよう、よろしくお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

夏休み・９月の主な予定 
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6 年生が 1 年生に読み聞かせ

をしてくれました。 


